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ル・グリフィス『バルトーク−−生涯と作品』（1986）、Amanda Bayley『The Cambridge companion to Bartók』（2001）など
で、バルトークの人生と生涯の作品について多くのことが言及されている。 
 《無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ》の代表的な研究文献としては、第一に、Stefan Drees『Béla Bartók Sonate für 
Violine solo』（2017）、そして、Malcolm Gillies『The Bartók Companion』（1993）および、Szabó Balázs『Forma és 
Jelentés Bartók Hegedűszonátáiban』（2015）などが挙げられる。 
 同時に、バッハとの関連についての研究に用いた文献として、まず、Bartók Béla『Bach: Das Wohltemperierte Klavier』
（1950）、ヤープ・シュレーダー『バッハ 無伴奏ヴァイオリン作品を弾く−−バロック奏法の視点から−−』（2010）が挙げら
れ、《無伴奏ヴァイオリンのためのパルティータ第 2 番》より〈シャコンヌ〉の研究における道導となったのは、Dukay 





































 演奏審査では、バッハの無伴奏作品からソナタ第 1番とシャコンヌ、バルトークの 44のデュオから 29曲（共演はハンガ
リーの友人で同僚のネーメス・ノーラ）と《無伴奏》、という大変難易度の高いプログラムを、高い演奏能力で弾き切った。
しかし、バッハ作品ではバルトークとの関連性を論じたがために、逆に解釈や演奏スタイルにやや焦点が定まらない印象を
与えたのが惜しまれる。またヴァイオリンの無伴奏作品を弾く際の、ポリフォニーや和声、音程の扱いという意味でも、さ
らなる工夫が必要だと言える。しかし、優れた“ネイティヴの”共演者を得て演奏されたバルトークの《デュオ》や肝心の
《無伴奏》の緩徐楽章などでは、申請者が研究の過程で得た知見や現在のハンガリーでの演奏活動や経験なくしてはならな
い表現が聴かれた。今後、研究成果がさらなる演奏活動の発展に活かされることを願う。  
論文と学位審査会演奏会を総合的に判断し、博士の学位を授与するに値する研究成果であると評価する。 
 
